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ご入園・ご進級おめでとうございます。

色とりどりの花々が美しく咲く季節を迎え、かみあり保育園の新年度、令和7年度の新たな園生活がスタートしました。ご入園。ご進級、誠におめで

とうございます。

かみあり保育園では、日々、「子ども一人ひとりの存在を大切にする創造的な保育」の実現を目指し、以下の6つのポイントを重視しています。

1.子どもの「いのち」を大切に守り育みます。

2.子どもの「人権。人格」を大切にします。

3。 子どもの「全て。全部」を受け入れます。

4.子どもの「好きなこと。やりたいこと・興味。関心・思いや願い」を大切にします。

5。 子どもの「社会性」を大切にします。

6.子どもの「サイン」を大切にします。

職員一同で、子ども達一人一人に寄り添いながら、保護者の皆様と連携して子ども達の育ちや学びを支えることができるよう努めてまいります。子ど

も達が生き生きと活動できるよう、職員も保護者の皆様も、生き生きと活動しながら、子ども達と一緒に充実した園生活を送ることができますと幸いで

す。今年度も「かみありの保育」にご理解・ご協力のほどよろしくお願いいたします。

さて、入園してはじめての環境となる子ども達、一つ上の学年に進級した子ども達。新しいクラスや先生、友達などの新しい環境に、うれしさや楽しさ

からわくわくするとともに、不安や緊張からどきどきする気持ちもあるのではないかと思います。また、「保育園にはいつた I」「ひとつ上のクラスになつ

た !」という思いで、少し頑張りすぎてしまい、疲れが出たり、不安定になつたりすることもあるかもしれません。そのような子ども達の気持ちをしっかり受

け止め、子ども達が安心し、安定した気持ちで過ごせるように、また成長につながるよう、しつかり援助していきたいと思います。保護者の皆様と連携を

とつていくことが何より大切だと思いますので、お子様の変化に気になることが見られましたら、遠慮なく職員にお伝えいただければと思います。
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4月 の行事

4・ 1(火)第 9回 入園式
18(金)誕 生会
23(水)子 育てサロン
24(木)縦 割り保育
25(金)避 難消火訓練
25(金 )・ 26(土)布団持ち帰り

5月 の行事

5・ 16(金)誕 生会
20(火)歯 科検診 9:00～
23(金)子 育てサロン
26(月 )風 水害避難消火訓練
28(水)内 科検診 14:30～
29(木)縦 割り遠足・弁当の日
30(金 )・ 31(土)布団持ち帰り
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～子どもたちの健やかな園生活を支えるために～

子ども達が体も心も元気に、安心して楽しく園生活を送るために、下記のことイこ配慮していただきますようお願いいたします。

ユ寝。早起き、朝ごはんで規則正しい生活リズムを身に付けましょう。

たつぷり眠つて、たつぷり食べて、たっポリ体と心を動かして遊ぶことは子ども達の健やかな成長のために何よりも大切なことです。毎日の園での遊び

が充実して本人が 1日 をすごせるようにご協力お願いいたします。

○時間を意識して生活しましょう。

朝9:00には子どもたちの遊びが始められるよう、8:50までには朝の準備、保護者とのお別れが終わるように登園をお願いいたします。子ども達が安

心して園生活のスタートをきるために、登園時刻を意識していただきたいと思います。時間に余裕をもつて登園し、子ども達の園生活の時間や遊びや行

事等の活動時間を確保できるようご協力をお願いいたします。

O降園後はルールを守つて速やかに帰宅しましょう。

門の開閉時のスイッチは必ず保護者の皆さまが押すよう1こしてください。子どもが自分でスイッチを押して扉を開けると、道路まで飛び出してしまい大

変危険です。安全のためにも速やかに降園し、ご家庭でゆつくり過ごし、次の日また元気に登園できるようにしましょう。

○何か気になること、心配なことがございましたら、いつでも職員に声をお掛けください。

保護者の皆様も子ども達も安心して園生活を送ることができるよう、一緒に進んでいきたいと考えております。

～年度末の家庭保育に

ご協力いただきありがとうございました。～

3月 28日 (金 )・ 3月 31日 (月 )は、保護者の皆様

には年度末の御多用な中に家庭保育にご協力を

いただき、本当に感謝しております。

お陰で、スムーズに本年度の保育の準備がで

き、本日の入園式を迎えることができました。

本年度もお子様お一人おひとりの新芽をのばす

べく、頑張つてまいります。

ありがとうございました。
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